













































信兼は、 幼名を助九郎と称し、 後に源左衛門尉と改め、 寛永八年（一
六三一）補任後、寛文五年（一六六五）先例の如く徳川家綱の領知朱印状を頂戴した。安居神事祭主や関東へ年頭御礼参府などを勤め、元禄二年（一六八九）に没した。　
信重は、信兼の孫で二男信房の子、利之助、右京 武兵衛尉、主膳






信良は、延享四年（一七四七）増信の三男に生まれる。式部 ・ 中務 ・
興雲と号す。宝暦十年八月十四歳にして六位禰宜に補任され、はじめて放生大会に奉仕し、宝暦十二年（一七六二）徳川家治の朱印状を旧例により安堵、安永七年（一七七八）本宮修復正遷宮に奉仕した。安永八年 番賀の廟所を御馬所の金剛寺に改めた 信良は、和漢の学を修め、雅楽を修し篳篥を嗜む 寛政四年（一七九二）に四十六歳にて病没す。　
信恵は、安永三年（一七七四）八月信良の長男として生まれ、幼名






















斎服免許状や宮寺政所下文など、 石清水からの文書が合わせて十六点神祇伯門弟小河尚敬からの神道伝授書が五点 祝詞二十一点、森町薬薗院造作絵図や包紙等その他 が合わせて十点、総点数は五十二点である。　
森本家の文書のなかで年紀の最も古いものは、 明和九年（一七七二）










森寺斎館修理するために山々の木材を取 集めるもので、この普請に関係する であろう。　「鳴弦之口夬」 （
17号文書）は神祇伯白川資顕王に門人となった小川












































































武内社にそれぞれ神供が献備され、その中央の石段の前で神官が祭祀を行うのであるが、瑞垣の内、神官と神供との間 木階に、左側に六位・小禰宜が、右側に他姓・大禰宜が分かれて着座している。四座神人は、神殿瑞垣内に昇殿して 神饌等を奉献 ていた。　
慶長五年の指出帳
（18）には、四座神官の職務が注記されている。そこ








殿司の後に御幣・御弓・御太刀 は小禰宜・大禰宜が供奉する。そして一の鳳輦の後に続く俗別当に六位・他姓座が従い、六位 は小禰宜が、他姓座には大禰 付き添う。二の御鳳輦の後 は神主、三の鳳輦には撿知、三神それぞれに 官 供奉し、そこへ一の鳳輦同様に他姓・六位、大禰宜・小禰宜と神官系の神人が従うのであ 。享保十年（一七二五）の放生会
（21）には、一の鳳輦の後に、御釼を他姓座が捧げ持
ち、次に御太刀は六位が、そ 次 弓を大禰宜 持って続く、いずれも五位の衣冠を着して奉仕するとある。嘉永六年の放生会の記録
（22）で

































括する俗別当、それを補佐する神主 そ 次に撿知が控える。先 述べたように六位禰宜は、これら神官に従い、神前神供を執り行 神人である。撿知からだされる新賀頭役差定 より 六位禰宜職を相続補任されると考えるのである。差定は本来仏事の配役を差し定め、各人に通知して承認を求めるもので、その年の勤仕を命ずる安居頭役に対して、新賀差定により終世神職神人身分 証となる。　「宮寺補任記」
（25）には、応永三十三年（一四二六） ・永享九年（一四














































着した十七世紀前半頃には、 公文所発給文書の形が整ったとみ れ 。　
この三通においては公文所・絵所は三綱の上座・寺主・都維那のい











































































































職善法寺大僧正立清には、鳥目二十疋を、立清嫡男の法印郢清には三本入りの扇子を進物として台に載せ差し出した。社務家 田中権僧正由清には鳥目二十疋と子息の法眼殿（農清）にも箱入り扇子三本を、同じく社務家新善法寺法眼劭清に、鳥目二十疋を贈り、兼官藤木と神官撿知紀近江守直養にも二本入の扇子箱を音物としている。これは、日記の著者信恵が天明七年に十四才で出礼した例に倣ったという。もうひとり 六位禰宜森本貢方へは仲間入り 挨拶として饗応料の白銀と扇子を持参し、社務家 出礼したことを報告 た。廿七日善法寺家に赴き、改めて公文所と兼官宛ての斎服免許の願書を提出している。　
また撿知紀近江守へも二月の初卯より神役出勤したいので、その日















願いが聞届けられた 不明である。社務家は、 が分立し互いに競合しながらも、家の存続を図り、同等の家格同士養子縁組を重ねることができたのに対して、俗別当家は 神官三 の筆頭である 、戒臈に見合った相続人の欠如により家勢の衰えを示して た。一方六位禰宜の森本家は、社士惣代と 神領自治 代表 務め など神領内の政治能力をも養いながら、古典研究や神道就学を修 、神官 代わって祝詞作成や神事執行を主導するようになったのではなかろうか。　
石清水からの正式文書の政所下文、神官補任状、斎服免許状と進め


























































































































 千種正裕氏蔵「森本家日記」 、同家の記録は、六位神官としての記録にとどまらず、神領内外の様々な事件に対して森町内や神領住民の様子を描き、神領自治を担う社士日 としてその内容は多岐にわたる。
（２）
　
 森本信冨『森本史』巻壱、 大正二年八月、 私家版、 森本信富（ノブアツ）は安政六年四月、田中町三田村 の別邸に生まれ、幼
名養次郎、中務と称し森本家の養子となる。明治十七年頃森本家に伝わる記録類を整理 、歴代 事績を著した。明治初期の森本 由緒書等とは若干の齟齬がある。
（３）
　












 文禄三年志水小八郎忠宗は、吉田家より神道裁許状をうけている（井上智勝『近世の神社と朝廷権威』五四 ） 、また宮守神人伴与九郎は寛永一八年から正保三年の数度にわたって六人部玄昌より唯一神道伝授を受けている（個人蔵「宮守神人家文書」 ） 。
（８）
　
















所司役職 僧俗 別 姓 家名 所属社務
公文所 僧官 紀氏 上野 −
絵所 僧官 紀氏 藤木 善法寺
判官 俗官 源氏 片岡 田中

























































 石清水八幡宮『石清水八幡宮史』第四輯、 「宮寺補任記」七二一頁、 「応永三十三年十二月十五日、他姓座弥五郎宛」 「永享九年十二月十九日他姓淀小中村大夫子藤原宛」 「長禄二年十月十三日、他姓淀小中村大夫子藤原宛」 「永正十二年六月十六日、淀小中村子 藤原岩千代丸宛」 「慶長十一年二月廿八日、淀小中村子他姓藤原新七宛」いずれも撿知から新賀頭役差定が出されている。
（
26）　


















































































 石清水八幡宮蔵、明治五年「歴代由緒書」 （ 「石清水八幡宮文書樅之部一二、通番五九四）
（
44）　

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































番号 文　書　名 年月日 西暦 作成者・差出 宛　　名
1 〔差定写〕（宮守三行事大夫補任） 元和10年3月28日 1624 紀朝臣撿知氏家（花押） 橋本伴お竹
2 〔宮守座四行事太夫職補任状〕 貞享元年4月22日 1684 神官撿知太夫紀宿祢豊親（花押）・（印） 伴氏竹之助光金
3 差定（宮守職分補任） 享保6年9月23日 1721 神官撿知大夫行土佐守紀季豊（花押）・（印） 伴中書英金
4 差定（宮守二行事大夫補任） 享保6年10月14日 1721 神官撿知大夫従五位下行土佐守紀季豊（花押）・（印） 伴姓中書英金
5 差定（宮守職分補任） 元文2年8月9日 1737 神官撿知従五位下土佐守紀豊高（花押・印） 伴修理大伴高金
6 差定（宮守二行事大夫職補任） 元文2年8月10日 1737 神官撿知従五位下土佐守紀豊高（花押・印） 伴修理大伴高金
7 差定（宮守二行事太夫職補任） 元文5年11月11日 1740 神官撿知従五位下土佐守紀豊高（花押・印） 伴斉大伴相金
8 差定（宮守職分補任） 明和4年2月28日 1767 神官撿知従五位下紀豊高（印） 伴千吉大伴金豊
9 差定（宮守二行事大夫職補任） 明和4年2月28日 1767 神官撿知従五位下紀豊高（印） 伴千吉大伴金豊
10 〔斎服免許状〕 安永4年8月14日 1775 公文所法眼院覚・兼官上総介紀尊敬 宮守伴文之丞大伴金豊
11 差定（宮守職分補任） 寛政12年12月 1800 神官撿知（印） 伴左京大伴慎金
12 〔斎服免許状〕 享和元年8月 1801 公文所法眼紀院秀・兼官常陸介源安之 宮守伴左京大伴慎金
13 宮寺政所下（正遷宮宮守役之事） 文化元年12月12日 1804 検校准法務前大僧正（花押） 宮守
14 宮寺政所下（正遷宮宮守役之事） 文化9年12月10日 1812 検校准法務前大僧正（花押） 宮守
15 差定（宮守職分補任） 文化9年12月 1812 従四位上近江守紀朝臣直養（花押・印） 伴佐内大伴美金
16 〔宮守二行事太夫職補任状〕 文化9年12月 1812 従四位上近江守紀朝臣直養（花押・印） 伴左内大伴美金
17 〔斎服免許状〕 文化9年12月 1812 公文所権大僧都紀院秀・兼官上総介紀意尊 宮守伴左内大伴美金
18 差定（宮守職補任） 文政10年8月 1827 正四位下近江守紀朝臣直養（花押・印） 伴量平大伴頼金
19 〔宮守行事太夫二行事職補任状〕 文政10年8月 1827 正四位下近江守紀朝臣直養（花押・印） 伴量平大伴頼金
20 〔斎服免許状〕 文政10年8月 1827 権大僧都紀院秀・肥後守源明俊 宮守伴量平大伴頼金
21 差定（宮守職補任） 天保8年2月6日 1837 神官撿知従五位上筑前守紀豊興（花押） 宮守座伴主税大伴保金
22 差定（宮守二行事太夫職補任） 天保8年2月6日 1837 神官撿知従五位上筑前守紀豊興（花押） 伴主税大伴保金
23 〔斎服免許状〕 天保8年2月 1837 権大僧都紀院秀 宮守伴主税大伴保金
24 八幡宮寺苻（安居頭神人職補任） 天保13年12月11日 1842 神符務公文所権大僧都法印院秀（花押） 伴主税大伴保金














28 差定（宮守職補任） 安政4年8月 1857 神官撿知正四位下筑前守紀豊興朝臣（花押） 伴道五郎大伴如金
29 〔斎服免許状〕 安政4年8月 1857 公文所兼官権大僧都紀院芳 宮守伴道五郎大伴如金
30 差定（宮守職補任） 万延元年7月6日 1860 神官撿知正四位下筑前守紀朝臣豊興（花押） 伴逸記大伴若金
31 差定（宮守二行事大夫職補任） 万延元年7月6日 1860 神官撿知正四位下筑前守紀朝臣豊興（花押） 伴逸紀大伴若金




文書名 年号 西暦 差出人 宛所 正印数
































6 八幡宮寺苻 慶長11年12月吉日 1606 公文所法眼院専（花押） 松井郷袖幡神人能村九兵衛 16








9 差定（安居頭役） 元和元年12月吉日 1615 上座公文所法眼和尚位（花押） 川口郷御綱引神人甚左衛門尉 28
10 八幡宮寺苻 寛永8年12月吉日 1631 公文所上座法眼院玉（花押） 谷村惣右衛門尉藤原宗次 5






12 八幡宮寺苻 寛永8年12月 1631 公文所上座法眼院玉（花押） 松井郷神役 15
13 八幡宮寺苻 寛永8年12月吉日 1631 公文所上座法眼院玉（花押） 藤原十右衛門尉 5
14 宮寺苻 寛永11年8月11日 1634 上座公文所法眼院玉（花押） 駕輿丁神人苻戸村壱人 8
15 宮寺苻 寛永11年8月吉日 1639 上座公文所法眼院玉（花押） 駕輿丁神人城覚左衛門尉 8
16 宮寺苻 寛永11年8月吉日 1639 上座公文所法眼院玉（花押） 駕輿丁神人大西長次郎 8
17 宮寺苻 寛永11年8月吉日 1639 上座公文所法眼院玉（花押） 駕輿丁神人松崎甚右衛門 13
18 宮寺苻 寛永11年8月吉日 1639 上座公文所法眼院玉（花押） 駕輿丁神人小川勝右衛門 13
19 石清水八幡宮寺苻 正保3年12月吉日 1646 上座公文所法眼院玉（花押） 神宝所神人谷村重右衛門尉 9

















23 八幡宮寺符 寛文5年5月15日 1665 神符務公文所法眼院康（花押） 神宝所神人谷村喜助 1
24 八幡宮寺符 寛文5年5月15日 1665 神苻務公文所法眼院康（花押） 神宝所神人谷村重右衛門尉 1




26 八幡宮寺符 寛文5年5月15日 1665 神苻務公文所法眼院康（花押） 駕輿丁神人林村城七左衛門 1
27 八幡宮寺符 寛文5年5月15日 1665 神符務公文所法眼院康（花押） 駕輿丁神人西川久右衛門 1




29 石清水八幡宮寺苻 延宝6年9月5日 1678 神苻務上座公文所法眼院康（花押） 谷村吉左衛門尉藤原正秀 1
30 石清水八幡宮寺苻 延宝6年9月5日 1678 神苻務上座公文所法眼院康（花押） 谷村利左衛門藤原正儀 1
31 石清水八幡宮寺苻 延宝7年12月吉日 1679 「依幼少用印判」上座公文所（印） 谷村重右衛門尉藤原光定 1
32 差定（安居頭役） 延宝7年12月吉日 1679 「依幼少用印判」上座公文所（印） 谷村重右衛門尉藤原光定 8










35 八幡宮寺苻 延宝8年12月11日 1680 「依幼少用印判」上座公文所（印） 谷村利左衛門藤原正儀 1
36 石清水八幡宮寺苻 延宝9年9月15日 1681 「依幼少用印判」上座公文所（印） 西川九郎右衛門 1
37 石清水八幡宮寺苻 天和2年8月11日 1682 「依幼少用印判」上座公文所（印） 谷村徳左衛門尉光敬 1
38 石清水八幡宮寺苻 天和2年8月11日 1682 「依幼少用印判」上座公文所（印） 谷村重右衛門尉光寿 1
39 八幡宮寺苻 貞享2年12月11日 1685 上座公文所法眼和尚位院敬（花押） 中村甚左衛門 1







斎服免許状　文化 14 年（13 号文書）
八幡宮寺符　寛政 11 年（2 号文書）
新賀差定　文政 11 年（4 号文書）
宮寺政所下文　文化元年（8 号文書）
「近世石清水八幡宮の所司発給文書にみる神人身分
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検
撿
知
正
四
位
下
近
江
守
紀
朝
臣
直
養
（
印
）（
花
押
）
六
位
座
森
元
若
狭
藤
原
信
徳
竪
紙
1
包
紙
上
書
「
補
任
」、「
文
政
十
一
年
子
十
二
月
　
森
本
若
狭
信
徳
　
後
内
蔵
助
改
ム
　
十
三
才
」、
端
裏
「
信
徳
補
任
」
39.5×
59.7
5
差
定
（
新
賀
頭
役
）
文
久
元
1861
8
-
神
官
検
撿
知
正
四
位
下
筑
前
守
紀
朝
臣
豊
興
（
印
）（
花
押
）
藤
原
姓
森
本
信
之
助
信
禮
竪
紙
1
包
紙
上
書
「
補
任
」、「
文
久
元
年
辛
酉
子
八
月
十
日
補
任
信
禮
」
45.3×
58.2
6
〔
安
居
頭
役
差
定
〕
安
政
4
1857
12
吉
日
神
符
務
上
座
公
文
所
権
大
僧
都
法
印
于
時
兼
官
紀
院
芳（
花
押
）・
会
所
従
五
位
上
土
佐
守
紀
徳
尊
（
花
押
）・
兼
官
都
維
那
権
大
僧
都
法
印
山
路
郷
住
人
森
之
町
六
位
神
人
森
本
内
蔵
助
藤
原
信
徳
竪
紙
1
包
紙
上
書
「
小
差
符
」、
本
紙
裏
継
目
に
花
押
あ
り
。
35.8×
78.9
7
宮
寺
政
所
下
安
永
7
1778
閏
7
22
撿
校
准
法
務
権
大
僧
都
法
印
（
花
押
）
六
位
竪
紙
1
包
紙
上
書
「
宮
寺
政
所
下
　
六
位
座
中
」、
朱
書
「
安
永
七
年
閏
七
月
廿
二
日
」、
異
筆
「
八
月
一
日
正
遷
宮
」
40.3×
58.8
8
宮
寺
政
所
下
文
化
元
1804
12
12
検
校
准
法
務
前
大
僧
正
（
花
押
）
六
位
竪
紙
1
包
紙
上
書
「
宮
寺
政
所
下
　
六
位
座
中
」、
「
文
化
元
子
十
二
月
正
遷
宮
下
文
　
十
七
日
正
遷
宮
」
32.8×
45.7
9
宮
寺
政
所
下
安
政
6
1859
2
16
撿
校
准
法
務
権
大
僧
正
（
花
押
）
六
位
竪
紙
1
包
紙
上
書
「
宮
寺
政
所
下
　
六
位
座
中
」、
「
安
政
六
己
未
稔
二
月
十
六
日
於
相
渡
来
月
二
日
正
遷
宮
」
32.7×
46.2
10
差
符
御
役
附
-
-
-
-
-
-
継
紙
1
差
符
式
次
第
・
役
職
人
名
書
上
35.5×
160.4
11
〔
官
宣
旨
写
〕（
仮
殿
遷
宮
日
時
宣
下
に
付
）
文
化
9
1812
8
25
大
史
小
槻
宿
禰
花
押
石
清
水
八
幡
宮
竪
紙
1
端
裏
「
文
化
九
年
八
月
廿
五
日
日
時
定
陣
写
」
35.5×
47.1
12
〔
斎
服
免
許
状
〕
寛
政
元
1789
8
-
法
橋
紀
院
秀
奉
・
常
陸
介
源
安
之
奉
森
元
右
近
藤
原
信
恵
竪
紙
1
本
紙
袖
判
あ
り
。
包
紙
上
書
「
森
本
中
務
信
魚
斎
服
免
許
状
」、「
寛
政
元
酉
八
月
」
45.9×
60.8
京都府立大学学術報告「人文」第六十七号
一六二
番
号
表
題
年
号
西
暦
月
日
差
出
人
・
作
成
者
宛
所
形
式
員
数
備
考
本
紙
寸
法（
㎝
）
13
〔
斎
服
免
許
状
〕
文
化
14
1817
2
-
公
文
所
権
大
僧
都
紀
院
秀
・
兼
官
上
総
介
紀
意
尊
六
位
森
本
栖
藤
原
邑
信
竪
紙
2
本
紙
袖
判
あ
り
。
礼
紙
あ
り
。
包
紙
上
書
「
免
許
状
」、「
文
化
十
四
丁
丑
年
二
月
五
日
初
卯
　
斎
服
免
許
　
森
元
邑
信
十
四
歳
」
33.1×
45.8
14
〔
斎
服
免
許
状
〕
文
政
12
1829
2
-
権
大
僧
都
紀
院
秀
奉
・
肥
後
守
源
明
俊
奉
六
位
森
本
若
狭
藤
原
信
徳
竪
紙
1
本
紙
袖
判
あ
り
。
包
紙
上
書
「
免
許
状
」、
「
文
政
十
二
年
二
月
　
森
本
若
狭
信
徳
」
32.6×
58.4
15
〔
斎
服
免
許
状
〕
文
久
元
1861
8
-
公
文
所
権
大
僧
都
紀
院
房
奉
・
兼
官
阿
波
守
源
愛
俊
奉
六
位
森
本
信
之
助
藤
原
信
禮
竪
紙
2
本
紙
袖
判
あ
り
。
礼
紙
あ
り
。
包
紙
上
書
「
免
許
状
」、「
文
久
元
辛
酉
年
八
月
九
日
　
信
禮
」
32.8×
46.0
16
〔
徳
川
家
綱
領
知
朱
印
状
写
」
寛
文
5
1665
8
15
（
徳
川
家
綱
）
六
位
安
居
本
頭
人
森
元
与
次
郎
・
森
元
源
左
衛
門
竪
紙
1
八
幡
宮
史
6
輯
875
ペ
ー
ジ
31.7×
44.4
17
鳴
弦
之
口
夬
明
和
9
1772
4
15
花
山
院
皇
子
清
仁
親
王
二
十
三
伝
正
脈
神
祇
伯
門
葉
小
河
玄
蕃
大
神
尚
敬
（
印
）
森
元
信
良
竪
紙
1
包
紙
上
書
「
鳴
弦
之
口
夬
」
33.8×
45.0
18
一
張
弓
秘
夬
安
永
2
1773
4
1
神
祇
伯
之
門
人
小
河
玄
蕃
大
神
尚
敬
（
印
）
森
元
信
良
竪
紙
1
包
紙
上
書
「
一
張
弓
口
夬
」
33.8×
45.0
19
神
体
之
矢
秘
夬
安
永
2
1773
4
15
神
祇
道
管
領
伯
家
之
正
統
小
河
玄
蕃
尚
敬
（
印
）
門
人
森
元
信
良
竪
紙
1
包
紙
上
書
「
神
体
之
矢
秘
夬
」
33.8×
45.0
20
黒
札
之
崇
秘
訣
重
位
安
永
2
1773
6
3
清
仁
親
王
廿
二
伝
正
脈
神
祇
学
頭
伯
家
師
範
源
雅
胤
門
葉
小
河
橘
尚
敬
（
印
）
八
幡
宮
社
士
六
位
神
職
森
元
信
良
竪
紙
1
包
紙
上
書
「
黒
札
之
秘
訣
」
33.8×
45.0
21
神
頭
鳴
鏑
之
大
事
安
永
3
1774
7
17
伯
家
門
人
小
河
玄
蕃
橘
尚
敬
（
印
）
森
元
信
良
竪
紙
1
包
紙
上
書
「
神
頭
鳴
鏑
之
大
事
」
34.1×
45.4
22
祝
詞
文
化
7
1810
25
-
-
竪
紙
1
端
裏
書
「
園
寺
疱
瘡
祠
之
祝
詞
」、
林
四
郎
左
衛
門
保
広
が
田
中
権
僧
正
由
清
の
許
可
で
園
寺
の
後
ろ
に
祠
を
建
立
に
つ
き
。
37.2×
58.8
23
祝
詞
天
明
7
1787
2
1
五
穂
信
良
謹
言
竪
紙
1
31.1×
45.5
24
〔
大
宮
修
復
手
斧
始
祝
詞
〕
文
化
9
1812
8
20
長
濵
尚
次
謹
白
-
竪
紙
1
端
裏
書
「
文
化
九
申
年
八
月
廿
日
手
斧
初
之
祝
文
」
33.4×
52.3
「近世石清水八幡宮の所司発給文書にみる神人身分
一六三
番
号
表
題
年
号
西
暦
月
日
差
出
人
・
作
成
者
宛
所
形
式
員
数
備
考
本
紙
寸
法（
㎝
）
25
御
本
宮
及
武
内
清
祓
大
殿
祭
儀
-
-
-
-
他
姓
河
原
崎
求
馬
・
六
位
森
元
右
膳
・
大
禰
宜
森
村
内
記
・
小
禰
宜
奥
村
主
膳
当
職
継
紙
2
端
裏
書
「
御
本
殿
及
武
内
社
大
殿
祭
儀
」。
神
官
四
座
出
勤
人
か
ら
当
職
へ
旧
記
の
写
し
を
提
出
。
27.4×
83、

24.3×
19.8
26
〔
正
遷
宮
役
付
申
付
〕
安
政
6
1859
2
-
六
位
竪
紙
1
端
裏
書
「
三
、
来
月
二
日
正
遷
宮
、
安
政
六
未
年
二
月
廿
一
日
役
付
、
六
位
」
32.5×
32.6
27
〔
名
越
祓
祝
詞
〕
明
治
4
1871
6
晦
日
-
-
継
紙
1
包
紙
上
書
「
名
越
祓
祝
詞
数
通
」
34.8×
51.7
28
祝
詞
-
-
-
-
-
-
竪
紙
1
端
裏
書
「
月
次
榊
山
祝
詞
」
20.1×
36.2
29
〔
臨
時
祭
祝
詞
案
〕
文
化
10
1813
3
15
俗
別
当
従
五
位
下
河
内
守
紀
清
範
-
継
紙
1
端
裏
書
「
臨
時
祭
祝
詞
案
、
俗
別
当
」
32.5×
61.2
30
山
材
祭
祝
詞
-
-
-
-
-
-
竪
紙
1
森
寺
斎
館
修
理
故
、
山
々
の
木
取
集
め
に
つ
き
.28.0×
41.4
31
〔
五
穂
社
祝
詞
草
案
〕
寛
政
7
1795
4
28
藤
原
信
恵
-
竪
紙
1
忠
損
甚
大
27.7×
39.0
32
祝
詞
-
-
-
-
信
良
-
竪
紙
1
端
裏
書
「
埴
潮
霊
神
祝
詞
、
年
回
之
□
」、
嗣
子
信
良
33
歳
に
当
た
り
33.7×
47.1
33
祝
詞
-
-
庚
申
-
森
元
信
恵
-
継
紙
1
端
裏
書
「
庚
申
待
祝
詞
」
32.7×
66.4
34
安
鎮
祭
祝
詞
-
-
-
-
-
-
竪
紙
1
端
裏
書
「
安
鎮
祭
祝
詞
」、
八
幡
森
の
地
に
斎
館
経
営
に
つ
き
。
32.7×
46.0
35
祝
詞
-
-
-
-
-
-
竪
紙
1
端
裏
書
「
荒
神
祭
祝
詞
」
32.7×
46.1
36
祝
詞
草
按
（
寛
政
3）
1971
-
-
-
-
竪
紙
1
端
裏
書
「
武
末
霊
社
祝
詞
」、
42
号
文
書
の
草
稿
。
五
世
孫
権
僧
正
養
清
が
神
祇
管
領
卜
部
良
倶
よ
り
相
伝
し
て
祭
主
を
勤
め
る
。
32.8×
45.0
37
〔
猿
田
彦
大
神
祝
詞
〕
庚
申
-
-
-
藤
原
信
恵
-
継
紙
1
端
裏
書
「
猿
田
彦
大
神
祝
詞
」
28.0×
70.0
38
祝
詞
-
-
-
-
藤
原
信
恵
-
切
紙
1
後
欠
か
。
天
皇
勅
命
17
箇
日
祈
祷
17.9×
33.0
39
祝
詞
天
明
2
1782
3
27
五
穂
信
良
-
竪
紙
1
30.7×
43.2
40
祝
詞
-
-
-
-
藤
原
信
良
-
竪
紙
1
端
裏
書
「
荒
神
祝
詞
」
28.0×
43.0
41
祝
詞
寛
政
5
1793
4
28
嗣
子
信
恵
-
竪
紙
1
端
裏
書
「
五
穂
霊
社
年
回
祝
詞
」
28.5×
41.5
京都府立大学学術報告「人文」第六十七号
一六四
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42
祝
詞
寛
政
3
1791
9
5
権
僧
正
養
清
-
竪
紙
1
端
裏
書
「
寛
政
三
年
武
末
霊
社
祝
詞
」、
本
文
朱
書
き
で
読
み
仮
名
・
返
り
点
等
を
記
す
。
32.8×
44.8
43
祝
詞
-
-
-
-
（
信
良
）
-
竪
紙
1
34.3×
49.0
44
〔
護
国
寺
再
建
手
斧
始
祝
詞
〕
文
化
13
1816
4
16
（
長
濵
新
吾
尚
次
）
-
竪
紙
1
大
宮
修
復
時
祝
文
に
加
筆
し
長
濵
に
贈
る
34.2×
45.7
45
〔
神
事
随
筆
渡
会
延
佳
揖
ほ
か
写
〕
-
-
-
-
-
-
継
紙
1
三
角
柏
、
十
月
十
一
日
付
季
忠
ヨ
リ
滋
野
井
殿
宛
て
書
状
写
し
あ
り
。
27.8×
164
46
当
宮
七
社
十
九
所
之
別
宮
図
-
-
-
-
草
藁
　
藤
信
恵
謹
書
-
継
紙
1
八
幡
宮
摂
末
社
の
図
に
祭
神
と
朱
書
き
◎
・
○
と
墨
書
△
を
記
す
。
80.3×
27.7
47
〔
森
寺
薬
園
院
造
作
絵
図
〕
安
永
6
1777
6
-
-
-
一
紙
1
「
安
永
五
年
十
月
十
三
日
斧
初
、
安
永
六
酉
六
月
成
就
」
と
あ
り
、
間
取
図
に
朱
書
き
で
「
堂
守
部
屋
・
セ
ン
ダ
ン
板
」
な
ど
注
記
あ
り
。
40.6×
28.0
48
〔
屋
敷
間
取
図
〕
-
-
-
-
-
-
一
紙
1
森
本
家
屋
敷
カ
45.6×
31.9
49
〔
一
ノ
鳳
輦
太
刀
役
付
書
付
〕
安
政
6
1859
2
21
-
-
一
紙
1
一
ノ
御
前
右
御
剣
森
本
内
蔵
助
、
未
月
二
日
正
遷
宮
安
政
六
年
二
月
廿
一
日
役
附
32.7×
7.7
50
石
清
水
八
幡
宮
本
殿
平
面
図
-
-
-
-
-
-
継
紙
1
紙
背
に
「
大
宮
司
神
祇
少
副
よ
り
太
刀
一
腰
・
馬
一
疋
の
目
録
」
あ
り
75.8×
31.8
51
包
紙
か
-
-
-
-
-
-
一
紙
1
上
書
「
補
任
状
、
免
許
状
」
ほ
か
46.7×
64.0
52
包
紙
-
-
-
-
-
-
袋
1
上
書
「
古
今
宣
命
并
祝
詞
之
案
文
入
」
45.3×
14.5
「近世石清水八幡宮の所司発給文書にみる神人身分
一六五
